
「地方版総合戦略の策定・効果検証のための手引き（令和元年６月版）」のポイント

〇「まち・ひと・しごと創生基本方針2019」の閣議決定を踏まえ、地方公共団体に対して、次期「地方版総合戦略」の策定

を進めるよう依頼する通知（まち・ひと・しごと創生本部事務局地方創生総括官及び地方創生推進室長連名）を発出し、

併せて、「地方版総合戦略の策定・効果検証のための手引き（令和元年６月版）」を作成し、周知する。

１．基本方針2019を踏まえた見直し

（１）「策定プロセス等の重要性」を追加
◇ 各々の地域の特性に応じた検討プロセスを経ることが重要であること、広域的な連携を考慮する必要があることを記述。

（２）「第２期における新たな視点」を追加

◇ 第２期における新たな視点を踏まえて施策の検討を行うことが重要であることを記述。

２．効果検証の重要性に係る記述の具体化

◇ 継続したPDCAサイクルの確立と運用を図る必要があることを記述。

◇ 国の効果検証の手法や結果を参考にしつつ、十分な分析を行い、必要な改善等を図っていくことが重要であることを記述。

３．その他これまでの実績等を踏まえた見直し

（１）現行戦略策定時の特徴的事例の追加

◇ 若者や域外の関係者が参画した事例や、広域連携による策定プロセスを経た事例等を記述。

（２）大学等との連携や産業界との連携に係る記述の具体化

◇ 産官学金労言士等の参画に関し、大学等の教育・研究機関の重要性や、産業界の中央団体からの提案等について記述。

◆「地方へのひと・資金の流れを強化する」 ◆「新しい時代の流れを力にする」 ◆「人材を育て活かす」
◆「民間と協働する」 ◆「誰もが活躍できる地域社会をつくる」 ◆「地域経営の視点で取り組む」

＜手引きの構成＞

１．都道府県と市町村の役割分担 ５．戦略の対象となる政策

２．策定プロセス ６．総合計画等との関係

３．地方版総合戦略の構成 ７．PDCAサイクルの確立・運用

４．数値目標・重要業績評価指標（KPI）の設定 ８．地方議会との関係
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